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日に日に春めいてきましたが、皆さまいかがお過ごしでしょうか。 

季節の変わり目ですので、体調にはくれぐれも気を付けてお過ごしください。 

 

2026 度社員定期総会及び記念講演について  

下記の日程にて2026 年度社員定期総会を開催いたします。 

詳細は４月中旬に別途ご案内いたします。万障お繰り合わせの上ご参加ください。 

◇2026 年５月23 日（土） 

総 会  13：00～14：00 

 記念講演 14：30～16：00 

  会 場  岡山赤十字病院 南館研修室 

記念講演  

テーマ「身寄りがない人の支援の現状と課題―新たな事業や最新の動向も踏まえながら」 

  講師：林祐介先生（日本福祉大学 社会福祉学部 社会福祉学科 准教授） 

 

研修部からのお知らせ 

≪研修報告≫ ステップアップコース研修  2026 年２月28 日（土） 

テーマ：「連携・協働・ネットワーク～情報化社会におけるネットワーク構築とSW の専門性を学ぶ～」 

岡山赤十字病院 宗好祐子さんより「連携・協働・ネットワーク～情報化社会におけるネットワーク構築とSW

の専門性を学ぶ～」をテーマに講義をいただき、その後グループワークを行いました。講義では、“つながる”とは

どういう事なのか、連携する対象は患者にとって本当に必要な事なのか、もしくは不要な事なのかという視点の話

がありました。支援者である私の価値観は患者が知り得る情報や連携対象に影響している可能性もあるとハッとさ

せられました。グループワークでは、与えられた内容に付随して、日々のあるある話も繰り広げられ、“分かる～”

と共感の嵐でした。情報を提供するだけなら、近代化社会ではＡＩの方が優秀かもしれません。なぜ、社会福祉士

が患者支援に関わる必要性があるのか。私たちが関わる事でどうなるのか。今、目の前で困っているのは患者なの

か、私なのか。これからも意図して関わっていかなければと身の引き締まる思いです。 

（渡辺病院：山田紗季） 

 

≪研修報告≫ 2025 年度 市民公開講座（全体コース） 2026 年２月21 日（土） 

テーマ：「もしもの時のために今できること～医療・介護・福祉の現場から～」 

演者：①あさのクリニック 院長 浅野 直 氏 「ＡＣＰって何のため？誰のため？」 

②泉介護支援センター 介護支援専門員 秋山尚子 氏 

     「ＡＣＰにおけるケアマネジャーの役割について～本人の思いを形にする支援～」 

③岡山県医療ソーシャルワーカー協会 横山幸生 氏（かとう内科並木通り診療所） 

     「最期まで安心して希望の暮らしをつづけるための支援～MSW の立場から考える～」 

 2026 年２月21 日（土）岡山国際交流センターにて公開講座を開催しました。 

 「もしもの時のために今できること～医療・介護・福祉の現場から～」をテーマとし医師、介護支援専門員、医

療ソーシャルワーカーの立場からＡＣＰについて講演いただき、参加者との意見交換では「何のためにＡＣＰを行

うのか」を考える場となりました。 

参加者の方々から多くの感想をいただきました。この場で一部を共有させていただきたいと思います。 

・日々のコミュニケーションのなかでＡＣＰをしていければと再認識しました。今後の業務に活かしていきたいと

思います。 

・３名の方々の講演を聴きながら、祖父を在宅介護していた時のこと（もう 15 年以上前になります）を思い出し

ました。当時はＡＣＰが話題になっておらず今考えると本人の意向には添えていなかったと思います。自分や家

族の「今とこれから」を考える機会をいただき、ありがとうございました。 

 

https://omswa.org/


・ＡＣＰについて自分ごととして考え、家族にも伝えようと思いました。まずは自分自身が何を大切にしているか

誰といる時が一番安心できるかなど改めて考えてみようと思えました。 

・ＡＣＰを特別なこととして捉えるのではなく、「自分はどう生きたいのか」「大切な人にどう生きて欲しいか」

日々の生活の中でくり返し話し合っていきたいと思います。    （研修部：岡山赤十字病院 宮松聡美） 

 

事務局からのお知らせ 

【医療ソーシャルワーカー業務指針の全部改正について】 

2026 年3 月13 日、改正された「医療ソーシャルワーカー業務指針」が厚生労働省医政局長通知として発出さ

れました。私たちの業務に関わる、重要な指針が変更となりました。ぜひ、ご確認ください。 

厚生労働省ホームページの「在宅医療の推進について」の「医療ソーシャルワーカー業務指針」に掲載されています。 

URL：在宅医療の推進について｜厚生労働省 

PDF：https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/001673455.pdf 

また、公益社団法人日本医療ソーシャルワーカー協会のホームページには、改正された医療ソーシャルワーカー業

務指針に合わせて策定された、各項目に対応する業務基準が公開されています。 

医療ソーシャルワーカー業務基準（日本医療ソーシャルワーカー協会令和８年３月１３日） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【治療と就業の両立支援に関する診療報酬の改定について】 

令和８年度診療報酬改定（令和８年６月１日適用）におきまして、治療と就業の両立支援に関する診療報酬「療養・

就労両立支援指導料」に関する見直しについて、厚生労働省労働基準局より周知依頼が届きました。詳細は添付の

資料をご覧ください。 

 

【会員の異動について】 

年度初めで入退会など異動がある場合は、速やかに事務局までご連絡をお願いします。

会員名簿で所属機関の会員を再度ご確認いただき、すでに退職されている方については

所属機関の代理の方で退会手続きをお願いいたします。 

届け出用の書式は当協会ホームページよりダウンロードしてご利用ください。 

A 会員入会届と変更届はGoogle フォームでの入力及び届出も可能です。 

岡山県医療ソーシャルワーカー協会（入退会・変更届書式） 

https://omswa.org/?p=115 

 

【関連団体研修会等のお知らせ】 

 ホームページの会員専用ページにて、他県協会等関連団体の研修情報（既掲載含む）

もご覧いただけます。「岡山県医療ソーシャルワーカー協会」で検索していただくか、

ＱＲコードをご利用ください。 

 

・岡山県災害派遣福祉チーム（DWAT）員養成研修【基本研修】 

日 時：2026 年4 月27 日（月）10：00～16：40（受付9：30～） 

会 場：きらめきプラザ4 階 401 会議室（岡山市北区南方2-13-1） 

内 容：オリエンテーション 

     説明「DWAT の基本事項、岡山DWAT の平時の活動について」 

     講義①「被災者の全体像について、災害時の福祉的支援について」 

        講師：岡崎利治 氏 （関西福祉大学准教授） 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000061944.html
https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/001673455.pdf
https://www.jaswhs.or.jp/news/news_detail.php?@DB_ID@=2092#gsc.tab=0
https://omswa.org/?p=115


     講義②演習 

「岡山 DWAT の心得、ミッション・ビジョン・バリュー」 

これさえあれば、有事の時も怖くない!～岡山 DWAT 活動マニュアルを用いて～（仮） 

講師：重實 剛 氏 （しげざね介護事業コンサル 岡山DWAT アドバイザー） 

     ※詳細は添付の開催要項をご覧ください。 

申込：DWAT チーム員の登録には所属団体からの推薦書が必要です。 

当協会事務局までお問い合わせください。 

 

・令和8 年度医療ソーシャルワーカーリーダーシップ研修 

いずれもZoom 研修 

第１回 2026 年6 月15 日(月)～6 月17 日(水)  （3 日間） 

第２回 2026 年11 月16 日(月)～11 月18 日(水)  （3 日間） 

目的： 

地域連携およびチーム医療の視点から、地域医療全体に資する医療ソーシャルワーカーのリーダーシップ機能

とマネジメント機能を修得することを目的とします。 

受講資格： 

１，医療ソーシャルワーカーとして実務経験原則１０年以上の者（資格の有無は問わない） 

２．研修に専念し、全ての講義を受講でき、オンライン研修受講に係る諸条件等について対応できる者 

※詳細は国立保健医療科学院研修案内にてご確認ください ⇒ s21.pdf 

参加には当協会からの推薦が必要です。経歴証明書等添付にて受講申込、書類審査での受講決定となりますこと

ご承知おきください。 

第1 回の岡山県への締め切りが4 月1４日（火）必着です。 

短期間のご案内で恐縮ですが、ご希望の方は、4 月6 日（月）までに事務局までご連絡下さい。 

提出書類の様式がありますので、出来るだけメールにてご連絡ください。 

 

 
 

☆今月の担当は、大森（松田病院）、丹正（倉敷紀念病院）、井上（倉敷中央病院）でした。 

5 月号の担当は、岡（金光病院）、杉浦（吉備リハビリテーション病院）、上村（倉敷成人病センター）です。 

尚、原稿を依頼される場合は、下記のメールアドレスまでお送りください。 

締め切り 4 月20 日（月）必着   広報出版部アドレス→ omswa.kouhousyuppannbu@gmail.com 

 

 

編集担当者の小部屋（編集後記） 

新年度が始まりましたね。当院の中庭にある桜もいつの間にか咲き始め、満開になる日が待ち遠しいです。皆さんの中

にはお花見をする方もいるのでしょうか。暖かい気候を感じたり桜の食べ物が出てきたり、春がきたなぁと思う反面、花

粉症に悩まされているので、この季節が来てしまったなぁとティッシュを横目に春を感じている今日この頃です。（S.I） 

 

https://www.niph.go.jp/entrance/r8/course/short/s21.pdf
mailto:omswa.kouhousyuppannbu@gmail.com


 

 



 

 



 

 



 

 



 

 

 

 

 

 

参加にはDWAT 協力員登録が必要です。 

登録には所属団体の推薦が必要です。 

登録希望の当協会会員は、事務局までお問い合わせください。 

岡山県医療ソーシャルワーカー協会 事務局 

 omswamsw@gmail.com 

omswamsw@gmail.com


演題発表を予定されている方は、事務局までご一報ください。 

 

 

 


